特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース13年8月15 日473号
東北震災復興支援に行きました　7～10日　
宮城県気仙沼市の鹿折・七半沢・旧新城の3つの仮設住宅へ宇治や城陽、京都市の方々21人と復興支援に出かけてきました。市内の仮設住宅に支援物資（呼びかけにこたえて提供された）米500ｋｇやトイレットペーパ、みそ等を各戸に届けました。仮設住宅では約50％の人々が入れ替わっておられて、イベントを行ってもなかなか交流が進まず、苦労していると自治会長さんは嘆いておられました。「当局からこの二カ月の間に自宅を建てて移住するか、または公営住宅に移るか、を決めてほしいとの話があって、非常に困っている」又「自治会長のなり手がなくて大変です」とのお話でした。「以前は37棟のハウスでイチゴ生産をしていた、復興するために１億円の融資を申請して、承認を得たが具体的に資金の提供が進まず、今年も無収入状態が続く」と怒りの声でした。「土地も資材の値段が2倍に引きあがっている」大変なことです。
「こんなに暑い夏なのにどうして足湯が必要なのですか」と聞きました。そうしたら足が不自由なので家が出られないから楽しみにされている方が多くおられるとのことでした。そして足を揉みながらお話を聞いてくれるので大変感謝されていますとのこと、訪ねてきてくれるのを楽しみにされているようです。焼きそばも次から次へと受取りにお越しになっていました。昼の時間には並ぶ人も出る大盛況でした。これまでの支援活動でも判らなかったのですが、ガレキの処理の木材の焼却時の熱を利用した無料の風呂サービスが行われていました。地域の人々には楽しみな施設となっているようでした。間もなく９月ごろには焼却する木材が底をつくので、撤去される予定とのこと。
京都木津川マラソン事務局が里山の会事務所に移転、本会と併用となる　
事務所の整理が進み12日から本格的な運用が始まりました。これまで里山の会だけの事務所でしたが、二つの団体の併用となりますので、何かと不自由なことも起きてくると予想されますが、そこはこれまで一緒に行動してきた顔なじみですので、仲良く調整しながら運用してゆきたいものです。不行き届きなところもいろいろ多発することでしょうが、皆様の広い御理解をいただきますようよろしくお願いします。
つばめのねぐら入り　11日に実行　
　
今年の燕は減少気味ではないだろうか数日間の熱い天気が連続していましたが、前日の10日はこれまでにない激しい雨が降り注ぎました。その影響がどのように出てくるのか心配したが、従来だと天空いっぱいに覆うつばめの飛翔が見られませんでした。見物人の多くの方々は上を眺めては、「帰ってこない」「帰ってこない」とつぶやいておられました。里山の会ではフイールドスコープを準備していたので、大空につばめの姿が無くても広い芳原の上には燕がものすごいスピードで次から次へと飛び交っているのが確認できました。たしかに大空を飛ぶ燕の数は減少しているように見えますが、実は芦の上を音もなくすごいスピードですごい数量（数えきれない）の燕が飛び交っていました。お盆が過ぎるころには渡りが最盛期になり月末にはいなくなるようです。
恒例の灯呂流し　16日（金）　午後5時30分から　　準備のお手伝いを求めています　
　
毎年16日には夕方は大文字の送り日が行われ、お盆の一大行事日です。前日の15日は第二次世界大戦が終わった日でもあります。そして昨年から同時刻に京田辺市の市役所裏では花火大会が行われるようになって、落ち着いて静かに川面を渡る夜風を楽しむひと時の風情がありました。しかしドンドンと音がするとソワソワされだします。そこで全体の開催時間を短縮しました。ささやかですが子どもたちの楽しい夏の思い出として灯呂流しの風情を楽しんでください。誰にでも簡単に灯呂が作れますよ。うちわをご持参ください。参加費無料です。
地域力再生プロジェクト支援事業交付金について　
三つの事業　いよいよ本格的に展開の時期に　①炭焼き釜屋根設置　　10ｍ×6ｍの屋根の取り付け（完成12月中）予算60万円、②イノシシ防御柵設置　里山農園の周囲500ｍに設置予定（完成9月中）35万円、③木津川読本製作事業　約60ページの木津川読本製作（完成12月中）190万円の３大事業を進めます。今年の２月の炭焼き体験で雨が降って体験ができませんでした。攻めて屋根があればという声があって、参加者募集等幅広く応援してくれていた京都府職員の後押しがあって屋根設置を申請しました。雨天でも体験が可能になります。イノシシの防御柵は１５号地まで開墾が進み、３号地までの柵設置では間に合わなくなり、柵設置範囲を500ｍ規模に拡大しました。これが実現すると広い里山農園に生まれ変わることになります。多くの府民の方々の参加をお待ちしています。
里山の会の秋の活動紹介や調査活動の展示発表予定　
城陽市：緑の祭り（10月20日）、　京田辺市：市民文化祭（11月2日）、　大阪市自然史博物館：大阪バードフエスタ（11月16日）、　せせらぎ祭り（11月9日）、　京都府環境フエスタ（12月14日）　里山展（2月25日）を現在予定しています。最初の展示発表の城陽市では「木津川の花などについての展示を行ってはどうか」との意見が寄せられています。府の環境フエスタでは活動発表では「木津川読本の解説」や「山城大水害60周年記念」といった展示発表やワークショップを行いたいと思っています。
里山農園　農業部会再生打合せ会議　15日に実施　
ここ2年間中心を担ってきていただいた大村さんは自作の畑の運営が忙しくなってくるといよいよ大変です。少し体調も崩しておられるようですので、みんなの協力体制が確立できればと思います。今年の畑の運用は約10人の皆さんの協力によって作付けや草引き、成果物の収穫と100円コーナーでの販売にと大奮闘していただいていますので今年は収量も売り上げも増額が見込めます。
第17回里山講演会　8月31日（土）午後１時　
ここしばらく植物関係の講演会から遠ざかっていました。今回は里山の会の中心的役割を果たしてきている植物に関するお話を江南先生からお話をいただきます。江南先生は広く世界を見渡し、特に東南アジア中国インドなどユーラシア大陸に関わって日本を植物などについて語っていただきます。里山の会の基本の部分に関わる貴重な内容と思われます。ぜひ多くの方々をお誘いの上ご出席いただきますよう心よりご案内を申し上げます。会場はJR城陽駅から徒歩3分です。生協城陽店の南隣の男女共同参画支援センターです。

